
栗原地域事務所は、令和元年7月からブログとtwitterを開設しました。職員が日々の仕

事等で見つけた栗原の魅力を随時発信していますので、ぜひ一度サイトをご覧ください。

タイトル「ございんくりはら～栗原ってどんなとこ？こんなとこ！」

ブログアドレス http://nhkhsinbk.livedoor.blog/

twitter https://twitter.com/nhkhsinbk

■お問い合わせ 地方振興部商工･振興班 Tel：0228-22-2195
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栗原地域事務所はブログで情報発信中です

北部地方振興事務所栗原地域事務所

ブログトップページ
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宮城県栗原合同庁舎 広報紙

栗原地域だより
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一般国道398号は、宮城県石巻市を起点として登米市及び栗原市を経由したのちに、秋

田県由利本荘市へ至る広域幹線道路です。

本事業箇所の栗原市花山地区は、宮城県の西北端に位置し、地区のほとんどが雄大な自

然景観に恵まれている栗駒国定公園に含まれており、花山湖などを中心に年間50万人もの

観光客が訪れています。

また、春先の融雪時期には雪崩により交通の障害となることから、特に危険な箇所から

優先順位をつけて既設スノーシェッドの延伸工事を進めています。

本年12月には、平成30年度から整備を進

めてきた湯浜1号スノーシェッドの延伸工事

の一部が完成し、宮城県側へ20m延伸したと

ころです。

これにより、雪崩による道路への危険箇

所が一部解消され、安全で円滑な道路交通

及び道路空間の確保が期待されます。

冬期間は、積雪により通行止めとなりま

すが、引き続きスノーシェッドの延伸工事

を進めてまいりますので、工事には交通規

制も伴いますが、御協力をよろしくお願い

します。

1号スノーシェッド 今回延伸延長L=20m

施工年度 平成30年度から令和元年度

■お問い合わせ 道路管理班 Tel：0228-22-2179

一般国道398号湯浜1号スノーシェッド延伸の一部完成！

北部土木事務所栗原地域事務所

完成写真①

完成写真② 完成写真③
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本年10月11日から13日にかけての台風19号の豪雨による災害では、宮城県内でも丸森町

など県南を中心に甚大な被害が発生しました。

栗原市内でも、河川・道路など多くの箇所で、堤防の決壊や道路の土砂崩れなどに見ま

われました。

県管理の河川や道路においては、70箇所を越える被害があり、これらのうち国による災

害復旧事業として申請する41箇所について、災害査定が実施されました。

県内で最初の災害査定として、11月12日から13日にかけての第1次査定では、道路災害2

箇所、12月9日から13日にかけての第2次査定では、河川災害39箇所を申請し、申請額4億3

565万円に対して、決定額4億2520万円【査定率：98%】となりました。

今後は、一日も早い復旧に向けて取り組んで参りますので、工事への御理解と御協力を

お願いします。

■お問い合わせ 河川砂防班 Tel：0228-22-2193

台風19号による災害の災害査定が実施されました

北部土木事務所栗原地域事務所

実地査定状況（照越川） 机上査定状況（栗原合庁）
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農林水産祭参加 第59回仙台牛枝肉共進会が11月4日～6日の期間で仙台中央食肉卸売市

場において開催されました。出品されたのは、黒毛和種で頭数179頭(去勢130頭、雌49頭)、

うちJA新みやぎ栗っこ地区本部からは、22頭の出品(去勢12頭、雌10頭)がありました。

第2部 黒毛和種 雌の部では、栗原市栗駒の菅原 伸さんの出品牛が栄えあるチャンピ

オン賞を受賞されました。受賞牛の枝肉は、美しい霜降りとなり、最高ランクのA5に格付

けされました。

JA新みやぎ栗っこ地区本部の出品では、前回の第58回第2部においてもチャンピオン賞

を受賞し、栗原産仙台牛生産の技術がもう一段高くなる結果となりました。

今後も栗原における生産技術の高さや品質の良さを多くの方に知っていただき、栗原産

仙台牛の消費拡大につながるよう支援していきます。

※写真提供 新みやぎ農業協同組合

■お問い合わせ 畜産振興部畜産振興班 Tel：0228-22-2487

菅原伸さんが仙台牛枝肉共進会でチャンピオン賞を受賞しました！

北部地方振興事務所栗原地域事務所

美しい霜降り 受賞した菅原伸さん



栗原地域だより【5】

栗原市栗駒沼倉滝ノ原地区の「滝ノ原自治会」が、「令和元年度豊かなむらづくり全国

表彰事業」において、東北農政局長賞を受賞しました。

滝ノ原地区は、平成20年に発生した岩手・宮城内陸地震の被災経験から、住民の多くが

自分たちの手で地域を守ることの重要性を認識し、防災マップの作成や防災訓練、高齢者

の交流活動「お茶っこ会」の開催などに積極的に取り組んでいます。

また、有志が集まり立ち上げたパン工房で、地域の農家が生産する米を原料とする米粉

パンや米粉うどん等を製造・販売し、楽しみながら「小さな6次産業化」を進めています。

地域の諸行事は、自治会を中心に若い世代が参加する青年会などが協力して開催してい

ます。地元の餅米を使った餅つきや伝統のしめ縄づくり、パン工房の製品を使った「流し

米粉めん」など地域の資源を活かした企画を展開し、高齢者が楽しく暮らし、子どもたち

が愛着を持つことのできる地域づくりにつなげています。

こうした意欲的な取り組みが農山漁村のむらづくりの優良モデルとして高い評価を受

け、今回の受賞となりました。

■お問い合わせ 農業農村整備部管理調整班 Tel:0228-22-2398

豊かなむらづくり優良事例～栗駒・滝ノ原自治会～

北部地方振興事務所栗原地域事務所

表彰式の様子
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農業農村整備部では、農地整備事業の要望がある藤沢地区（栗原市瀬峰）と有壁地区（同

市金成）の2地区において、地域住民による「地域活性化ビジョン」の策定を支援してい

ます。

「地域活性化ビジョン」とは、地域の資源や課題などを整理し、どのように活性化させ

ていきたいか、どのような農業を行っていきたいかといった地域の将来像を、地域住民の

合意形成を図ったうえで策定する計画のことをいいます。ワークショップでは、この合意

形成を図るため、参加した人たちからの意見を付箋に書き出し、模造紙に貼り付け、似て

いる意見をグループ化して発表する形式で進めてきました。

藤沢地区と有壁地区では、9月から10月までにこのワークショップを各地区3回行い、地

域の将来像や活性化構想についての話し合いを重ねた結果、「地域活性化ビジョン」の素

案を作ることができました。このビジョンを元に、今後は、農地整備事業の採択に向けて、

具体的な農地の整備や営農の計画について検討することとしています。

■お問い合わせ 農業農村整備部管理調整班 Tel:0228-22-2398

地域活性化ビジョンづくりに向けたワークショップを行いました

北部地方振興事務所栗原地域事務所

地域資源や課題についての意見出し 地域資源や課題についての発表



11月23日(祝日)、市内一迫地区を会場に、農林中金・県森林組合等の主催で「水車づく

り体験会」が開催されました。

一般公募により、仙台市などから30名の参加者があり、3班で水車の組立てなどに取組

みました。各班構成は親子や老若男女など様々でしたが、製作指導を行った一迫林業研究

会員は、都市との交流に長年取り組んできたノウハウが豊富で、楽しみながら作業に取り

組みました。木材の切断から組立て、そして地元水路への設置まで、参加者全員で力を合

わせた結果、周囲にもマッチした杉材の水車が、水を受け回りだし、山と里とのつながり

を実感することができました。

このほか、昼食後の合間には、当所林業振興部員が講師となって苔玉づくりも行い、参

加者オリジナルの栗原土産として大変好評でした。

■お問い合わせ 林業振興部森林整備班 Tel：0228-22-2381

「水車づくり体験」が行われました

北部地方振興事務所栗原地域事務所

参加者による組み立て作業 完成した水車を現地に設置
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栗駒岩ケ崎商店街で春を呼ぶ「ひな祭り」が開催されます。参加店舗には、店頭に各商

家に代々伝わるひな人形などが展示されます。特設会場では商工会女性部員が布を染めて、

毎年市民と一緒に手作りした「つるし飾り」の展示も行われます。

世代を超えて愛されるひな人形やつるし飾りをぜひご覧ください。

日 時 2月23日（日）～3月3日（火）

会 場 六日町通り特設会場ほか

連絡先 第21回くりこま商家のひな祭り実行委員会（栗駒鶯沢商工会内）

電話0228（45）2191

■お問い合わせ 地方振興部商工･振興班 Tel：0228-22-2195

【観光情報】第21回くりこま商家のひな祭り

北部地方振興事務所栗原地域事務所

明治時代の珍しいひな飾り つるし飾りが並ぶ特設会場
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10月21日から12月2日までの間に、農産物28点、特用林産物31点の放射能検査を行い、

すべてが食品の基準値（100ベクレル／kg）以下でした。

このように、市場に流通している農林産物は、計画的に検査して安全性を確認しており

ますので、安心してお召し上がりください。

平成30年11月13日付けで「くさそてつ（こごみ）」の、平成31年2月14日付けで旧一迫町

の「たけのこ」の出荷制限が解除されました。

栗原市産の「こしあぶら」、「たらのめ(野生)」、「野生きのこ」の3品目の山菜類につい

ては、引き続き出荷制限指示を受けており、市場や直売所等には出荷できません。

（「原木しいたけ(露地)」及び「たけのこ」は出荷制限、「原木むきたけ」は出荷自粛が続

いています。ただし、これらは一部地域(登録生産者)のみ出荷できる状況です。詳しくは、

林業振興部にお問い合わせください。）

■お問い合わせ 農業振興部 先進技術班 Tel：0228-22-9437（農産物）

林業振興部 林業振興班 Tel：0228-22-2381（林産物）

農林産物の放射性セシウム濃度を検査し安全性を確認しています

北部地方振興事務所栗原地域事務所
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☆放射能検査の測定値が基準値以下であったもの（10／21～12／2）

品名 施設 露地 品名 施設 露地 野生

かぼちゃ ― ◎ 原木しいたけ（６点） ― ◎ ―

かぶ ― ◎ 原木むきたけ（９点） ― ◎ ―
キャベツ（２点） ― ◎ 原木くりたけ（１点） ― ◎ ―
きゅうり（４点） ◎ ◎ きのこほだ木（１５点） ― ◎ ―
ごぼう ― ◎
こまつな ― ◎
さといも（３点） ― ◎
セロリ ― ◎
だいこん（３点） ― ◎
だいこん（葉） ― ◎
チンゲンサイ ― ◎
にんじん ― ◎
ねぎ（３点） ― ◎
はくさい（３点） ― ◎
ブロッコリー ― ◎
ヤーコン ― ◎

◎：基準値以下　　　―：検査未実施

農産物 林産物

発行：宮城県北部地方振興事務所栗原地域事務所（地方振興部）

〒 987-2251 宮城県栗原市築館藤木 5-1 Tel：0228-22-2195(直通) Fax：0228-22-6284

ｅ-mail：nk-khsinbk@pref.miyagi.lg.jp

ホームページ http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/9.html


